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ことによって低下することを明らかにした。さらに，中央条間を 75 cm 程度まで拡げ，摘心後分枝を 2 本以
下に仕立てることで開花を斉一化できること，立茎数を 89～99 本・m-2，2 条植えでは株間 9 cm と慣行より
密植にすることで開花斉一性を高められることを示した。第 3 節では栽培管理の影響を検討し，花芽分化以
降における地上高 35 cm 程度での摘葉処理，摘心 40～60 日後におけるダミノジッド 0.08 %の上位茎葉散布
処理によって，群落の開花を斉一化できることを見出した。さらに，8 月旧盆出荷作型では自然開花と比較
して，電照抑制栽培で開花を斉一化できることを示した。第 4 節では， 7～8 月咲き品種で着葉形態および
花房形状と相関する開花斉一性の品種間差が生じやすいことを示し，露地条件と高温条件の開花日の差によ




開花程度選別機で 97～98％の選別精度と 1.66 秒・人･本-1 の作業速度を確認した。第 2 節では，0.03～0.07 
mM で 1～7 日間の STS 処理によって葉の黄変を抑制でき，これとショ糖 3％，界面活性剤 0.03％および 8-
HQS の 200ppm を組み合わせ，気温 20～25℃，光強度 100～1000 lx，日長 8～16 時間の環境条件とすること
で，未開花の蕾切り花を出荷適期まで開花させられることを示した。 
第 3 章では，これらを収穫機と組み合わせた一斉収穫体系として夏秋期の各作型に適用し，収穫作業を現
















きることを見出した。第 4 節では， 7～8 月咲き品種で着葉形態および花房形状と相関する開花斉一性の品種








化できること，8 月および 10 月開花の作型で約 70％を一斉出荷でき，約 90％を開花処理によって最終的に商
品化できることを実証した。以上のことから，開花斉一化処理と未開花茎の選別および開花処理，切り花収穫
機と組み合わせた小ギクの一斉機械収穫体系は可能であり，本技術は高い実用性を有すると考えられた。 
 以上をもって，本論文は博士（農学）の学位を授与するに相応しいと判断した。 
